
那北朝押恥に　ノ風淑鋸

郷
薮
摂
津
蟻
・
　
苧
毒

い
仁
し
・
孟
這
∴
予
∵
∴
■
＝
■

・
お
知
ら
せ
■

郷
土
摂
津
い
に
し

え
通
信
で
は
、
読
者

に
よ
り
、
わ
か
り
や

す
く
楽
し
い
紙
面
づ

く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、

十
■
一
号
よ
り
、
市
民

の
方
々
の
投
稿
掬
を

新
た
に
設
け
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
本
通

信
を
ご
愛
読
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
顔
い
申

う
し
あ
げ
ま
す
。

大
阪
府
内
で
開
催
さ
れ
る
展
示
・

講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の

情
報
を
い
ち
は
や
く
、
お
知
ら
せ

吹
田
市
歴
史
講
演
会

ー
家
屋
丈
鏡
芝
言
－

三
月
十
三
日
（
土
）

午
後
一
時
か
ら
四
時

大
阪
府
立
中
央
図
書
飽

ラ
イ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル

と
こ
ろ

三
月
二
十
日
（
土
）

午
後
一
時
か
ら
四
時

吹
田
市
立
博
物
館
講
座
室

一
二
〇
名
（
先
着
僻
）

※
参
加
費
無
料

（
近
鉄
兼
大
阪
線
・
地
下
鉄
中
央
線
）

「
荒
本
」
駅
下
車
北
西
徒
歩
五
分

三
五
〇
名
（
先
着
順
）

五
〇
〇
円
（
資
料
代
）

第
一
部

基
調
講
演

第
二
部

対
談「

弥
生
文
化
の

源
流
を
探
る
」

※
送
付
先
は
、

摂
津
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

ま
で
直
接
又
は
、
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

［
顔
　
大
阪
大
学
文
学
部
助
教
授

福
永
伸
哉
氏

◎
吹
田
市
立
博
物
館
磯
月
に
よ
る

市
内
の
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

の
近
況
報
告
も
あ
り
ま
す
。

℡
〇
六
－
六
三
三
八
－
五
五
〇
〇

闊
河
凶
　
ハ
ガ
キ
又
は
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
に
て
、
1
．
住
所
え
氏
名
a
年
令

4
電
話
番
号
5
人
数
を
ご
記
入
の
上

「
セ
ミ
ナ
ー
申
込
み
」
と
明
記
し
て

左
記
ま
で
、
お
送
り
く
だ
さ
い
。

日
本
民
家
集
落
博
物
虚

豊
中
市
服
部
線
地
一
－
二

℡
〇
六
－
六
八
六
二
－
三
二
二
七

Ⅲ
〇
六
－
六
八
六
二
－
三
一
周
七

※
捧
切
は
三
月
十
一
日
当
日
必
着



2部雄二混沖的ヒ　ノ凰諷齢号第

き
い
ぺ
ん
●
荏
あ
ま
に
開
き
き
た

摂
津
市
域
　
葛
屋
習
鼻
b
薯
◎
≪
♪
臨
』
甘
む

そ
の
十
一
日
常
の
暮
ら
し
あ
れ
こ
れ

・
風
呂
や
洗
い
物
は
水
路
の
水
で

十
分
だ
っ
た
。
ホ
タ
ル
の
い
る

き
れ
い
な
水
だ
っ
た
。

・
飲
料
水
は
主
と
し
て
井
戸
の
水

で
、
カ
ナ
ケ
が
あ
る
場
合
に
は

壷
に
上
か
ら
瓦
の
破
片
、
砂
、

シ
ュ
ロ
の
毛
、
木
炭
と
敷
い
て

こ
し
て
飲
ん
だ
。

・
千
里
丘
方
面
で
は
、
泉
が
湧
き

だ
す
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
．

・
山
が
遠
く
薪
が
手
に
入
り
に
く

い
の
で
、
燃
料
は
ワ
ラ
が
中
心
。

・
作
り
付
け
の
へ
ツ
ツ
イ
で
ご
飯

や
オ
カ
ズ
を
炊
く
。

・
近
所
で
風
呂
を
沸
か
す
順
番
を

決
め
て
、
お
互
い
に
も
ら
い
風

呂
を
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

つ
い
で
に
世
間
話
を
楽
し
ん
だ
。

ゴ
エ
モ
ン
風
呂
だ
っ
た
。

・
普
段
は
麦
飯
で
、
ハ
レ
の
日
だ

け
白
い
ご
飯
を
炊
く
家
が
多
か

つ
た
。

・
オ
カ
ズ
は
自
分
の
豪
で
採
れ
る

野
菜
が
中
心
。
川
で
獲
れ
る
フ

ナ
、
モ
ロ
コ
、
ハ
ス
、
エ
ビ
な

ど
の
雑
魚
と
豆
を
煮
た
ジ
ヤ
コ

マ
メ
も
よ
く
食
べ
た
。
シ
ジ
ミ

や
ド
プ
貝
も
よ
く
と
れ
た
。

・
肉
や
梅
の
魚
は
め
っ
た
に
食
べ

ら
れ
な
か
っ
た
。

・
ど
こ
の
家
で
も
ミ
ソ
を
作
っ
た
。

・
ご
ち
そ
う
と
い
え
ば
決
ま
っ
て

カ
シ
ワ
の
ス
キ
ヤ
キ
と
な
る
。

豪
で
飼
っ
て
い
る
鶏
を
し
め
て

さ
ば
く
。

・
オ
ヤ
ツ
は
寒
（
カ
ン
）
に
大
量

に
つ
い
た
餅
で
作
っ
た
ア
ラ
レ

や
オ
カ
キ
が
多
か
っ
た
。

・
お
膳
は
個
人
別
が
普
通
．
座
る

場
所
も
決
ま
っ
て
い
た
。

茨
木
、
天
六
な
ど
遠
く
ま
で
行

った。

・
行
商
が
よ
く
来
た
。
魚
屋
、
豆

腐
屋
、
乾
物
屋
、
桑
島
な
ど
い

ろ
い
ろ
来
た
。

・
商
店
は
現
金
売
り
、
行
商
は
年

二
度
払
い
の
掛
け
売
り
が
多
か

・
以
前
は
み
ん
な
着
物
と
ゾ
ウ
リ
。

・
子
ど
も
の
通
学
の
服
装
が
洋
服

と
靴
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
は

昭
和
の
初
め
こ
ろ
か
ら
。

ご
み

・
生
ご
み
は
屋
敷
地
の
決
ま
っ
た

場
所
に
埋
め
た
。
ミ
ミ
ズ
が
繁

殖
し
て
よ
い
肥
料
と
な
っ
た
。

・
燃
え
る
ご
み
は
み
ん
な
燃
や
す
。

・
だ
か
ら
、
残
っ
て
し
ま
う
ご
み

は
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
。

・
近
く
に
商
店
は
少
な
く
、
買
い

物
に
出
か
け
る
場
合
は
吹
田
、

・
昭
和
三
年
に
正
雀
駅
が
で
き
て

初
め
て
駅
前
に
医
者
が
開
業
し

た
。

・
そ
れ
ま
で
は
市
域
に
医
者
は
な

く
、
岸
辺
や
山
田
、
茨
木
、
江

口
な
ど
か
ら
呼
ん
だ
。

さ
し
絵

下
の
二
つ
は
「
検
温
花
見
俗
図

絵
」
杉
本
書
店
よ
り担

当
　
（
源
）
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郷
土
史
　
コ
ー
ナ
ー

織
田
有
楽
音
と
味
舌

味
舌
と
織
田
有
楽
音
、
そ
の
子

孫
と
は
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。

ま
す
、
織
田
有
楽
者
と
は
、
ど

ん
な
人
物
で
あ
っ
た
か
を
述
べ
て

い
き
ま
す
。

織
田
有
楽
音
は
、
伝
秀
の
第
十

一
千
で
、
天
文
十
六
年
二
五
四

七
年
）
　
に
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
信

長
と
は
十
三
歳
遠
心
の
弟
で
し
た
。

通
称
は
淑
吾
、
名
は
長
益
と
い
い

剃
髪
し
て
如
庵
・
有
楽
嘉
と
称
し

て
い
ま
す
。
幼
い
頃
、
源
吾
は
、

信
秀
の
重
臣
平
手
政
秀
に
か
わ
い

が
ら
れ
ま
し
た
。
政
秀
は
茶
の
湯

の
名
人
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で

源
吾
は
政
秀
か
ら
平
手
流
茶
の
湯

の
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
い
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

天
正
十
年
（
一
五
八
二
年
）
、

本
能
寺
の
変
で
信
長
が
明
智
光
秀

に
殺
さ
れ
た
の
を
知
る
や
、
尾
張

・
三
河
に
逃
れ
ま
し
た
。
後
に
、

豊
臣
秀
吉
に
お
伽
衆
と
し
て
仕
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
秀
吉
か
ら
味

舌
（
坪
井
村
、
上
村
、
庄
屋
村
、

下
村
）
　
二
千
石
を
与
え
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
当
時
の
味
舌
は
、
宇
治

・
醍
醐
・
坂
本
な
ど
は
、
茶
の
産

地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

長
益
は
よ
く
味
舌
の
館
（
味
舌
下

の
馬
場
定
八
屋
敷
）
　
に
通
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
慶
長
五
年
二
六

〇
〇
年
）
　
関
ケ
原
の
戦
い
に
は
、

徳
川
方
に
属
し
、
家
臣
の
千
賀
又

蔵
が
石
田
三
成
の
軍
将
横
山
喜
内

を
討
ち
取
っ
た
功
に
よ
り
、
本
嶺

を
安
堵
し
、
別
に
大
和
国
山
辺
部

の
う
ち
に
お
い
て
新
鹿
を
加
え
ら

れ
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
三
万
石
の

大
名
に
家
康
か
ら
取
り
立
て
ら
れ

ま
し
た
。

慶
長
十
九
年
冬
の
陣
に
際
し
、

長
益
の
立
場
は
微
妙
な
立
場
に
あ

り
ま
し
た
。
淀
君
の
叔
父
と
い
う

こ
と
で
、
大
坂
城
に
招
か
れ
ま
し

た
。
か
ね
て
か
ら
家
康
と
通
じ
て

い
た
長
益
は
、
平
和
解
決
を
望
む

穏
健
派
で
し
た
の
で
、
主
戦
派
を

押
さ
え
き
れ
ず
、
か
え
っ
て
盟
主

に
ま
つ
り
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
和
議
が
起
こ
る
と
、
そ
の

成
立
に
率
先
し
て
大
い
に
努
力
し

ま
し
た
。
講
和
が
成
立
し
て
ま
も

な
く
、
大
坂
を
出
て
、
京
・
堺
辺

り
と
引
き
こ
も
り
ま
し
た
。
夏
の

陣
に
は
も
は
や
加
わ
る
こ
と
も
な

く
、
京
の
東
山
に
隠
居
し
て
動
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
豊
臣
氏
が
滅
び
、

大
坂
城
に
龍
城
し
な
く
と
も
、
豊

臣
方
と
見
ら
れ
た
者
は
領
地
・
家

屋
敷
を
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

長
益
は
秀
頼
の
身
内
で
あ
り
そ
の

運
命
は
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
所
嶺
の
三
万
石
を
三
分
し
て
、

四
男
長
政
に
味
舌
と
大
和
国
で
一

万
石
、
五
男
尚
長
に
大
和
国
一
万

石
、
残
る
所
領
大
和
国
一
万
石
は

京
都
建
仁
寺
に
龍
も
る
隠
居
料
と

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
徳
川
氏
に
対

す
る
釈
明
の
意
味
を
こ
め
た
も
の

で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

元
和
三
年
（
一
六
一
七
年
）
、

建
仁
寺
内
の
荒
廃
し
て
い
た
塔
頭

正
伝
院
を
再
興
し
、
隠
居
所
を
設

け
ま
し
た
。
ま
た
、
「
知
慮
」
と

い
う
茶
室
も
設
け
ま
し
た
。

元
和
七
年
十
二
月
十
三
日
に
建

仁
寺
で
七
十
五
歳
の
生
涯
を
終
え

ま
し
た
。
領
地
は
幕
府
に
収
公
さ

れ
ま
し
た
。

華
東
京
恕
千
代
由
佳
の
有
楽
町
は

華
∵
音
楽
座
敷
内
に
数
寄
屋
（
茶

嘗
＝
．
を
簸
て
て
、
‥
客
を
も
て
な
し

た
温
所
が
境
在
の
数
寄
虚
構
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

－

日
田
凹
（
有
楽
斎
）

…日日‾1「‾

お
市
の
カ
ー
淀
君

「
摂
津
市
史
」

「
茶
人
織
田
有
楽
音

の
生
涯
」
　
よ
り
　
担
当
　
（
者
荷
）
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摂
津
市
域
出
土
の
縄
文
土
器

摂
津
市
域
で
は
、
本
通
信
・
第

二
号
で
写
真
を
一
部
紹
介
し
ま
し

た
が
、
鳥
飼
西
地
区
淀
川
河
床
出

土
の
縄
文
土
器
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
土
器
は
昭
和
四
十

九
年
、
淀
川
汝
荘
工
事
に
と
も
な

う
採
集
遺
物
で
出
土
状
況
な
ど
、

詳
細
は
不
明
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
資
料

は
縄
文
時
代
後
期
（
二
点
）
と
晩

期
（
三
点
）
　
で
す
。

晩
期
の
土
器
は
、
滋
賛
里
式
土

器
（
Ⅰ
式
・
打
式
）
と
い
う
型
式

に
属
す
る
も
の
と
思
．
わ
れ
、
か
た

ち
は
、
小
片
な
の
で
限
定
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
煮
炊
き
に
用
い
た
浅

鉢
や
深
鉢
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

近
年
、
市
域
に
お
い
て
調
査
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
時

代
の
生
活
痕
跡
は
確
認
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
一
般
的
に
摂
津
市
に
限

ら
ず
府
内
全
般
に
お
い
て
縄
文
時

代
の
土
器
や
石
器
は
散
発
的
に
発

見
さ
れ
る
程
度
で
す
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
、
貴
重
と
言
え
ま
す
。

今
後
の
調
査
に
よ
っ
て
は
、
市

域
の
淀
川
縁
辺
部
に
も
当
時
の
生

活
の
場
が
見
つ
か
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

研究会開催のお知らせ

第38回大阪府埋義文化財研究会

日時：3月6日（土）午前10時～4時半

会場：大阪府教育委員会文化財調査事務所

○
今
回
の
研
究
会
で
は
、

府
下
遺
跡
事
例
発
表
・
講

演
会
・
討
論
な
ど
集
落
と

耕
地
開
発
の
相
関
関
係
に

つ
い
て
白
熱
し
た
議
論
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

〇
一
般
入
場
・
聴
講
可

○
参
加
無
料
・
資
料
代
の

み
実
費
負
担
。

○
お
問
い
合
わ
せ
は
、
生

涯
学
習
課
ま
で
。

三
島
地
方
の
縄
文
遺
跡

摂
津
市
周
辺
の
縄
文
時
代
の
遺

跡
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

覇
冒
園
田
一
高
槻
市
撞
木
の
淀

川
河
床
に
所
在
し
ま
す
。
こ
の
遺

跡
も
昭
和
四
十
六
年
の
汝
漠
工
事

の
際
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

前
期
か
ら
晩
期
に
か
け
て
の
深

鉢
を
中
心
と
し
た
良
好
な
資
料
が

採
集
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
接
す
る

位
置
に
柱
本
南
追
跡
が
あ
り
、
そ

の
一
部
が
摂
津
市
域
の
鳥
飼
上
に

含
ま
れ
て
お
り
、
埋
蔵
文
化
財
包

蔵
地
と
し
て
周
知
さ
れ
て
い
ま
す
。

茨
木
市
の
ほ
ぼ
中

央
の
茨
木
川
と
安
威
川
に
は
さ
ま

れ
た
台
地
の
上
に
立
地
し
ま
す
。

昭
和
五
十
四
年
に
本
格
的
な
調

査
が
実
施
さ
れ
、
三
島
地
方
で
は

は
じ
め
て
ま
と
ま
っ
た
遺
構
（
生

活
の
痕
跡
）
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

発
見
さ
れ
た
遺
構
は
、
お
も
に

縄
文
時
代
晩
期
の
琶
楷
墓
群
で
す
。

【
さ
】
　
サ
ヌ
カ
イ
ト

○
た
た
く
と
金
属
性
の
音
を
発
す

る
黒
色
で
緻
密
な
岩
石
。
讃
岐
石

と
も
い
い
香
川
県
屋
島
地
方
に
露

出
し
て
産
出
し
ま
す
。

○
大
阪
府

県
を
境

二
上
山

田
の
サ

ト
も
着

○
旧
石

に
は
、

ナ
イ
フ

盛
ん
に

◎
第
十
二
号
か
ら
は
、
稲
作
と
木

曾
免
官
を
寸
心
に
弥
生
文
化
の
要

港
に
迫
り
ま
す
。

使
用
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ナ
イ
フ
形

石
器
は
瀬
戸
内
技
法
を
特
徴
と
し

て
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
を
中
心
と
し

て
九
州
か
ら
近
敵
地
方
に
ま
で
分

布
し
ま
す
。
　
担
当
　
（
伊
部
）


